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第 1 章 工作について
　
　児童は，工作活動における様々な素材体験を通じて，教育的価値を見出す。そのためには素
材を扱う授業を作るにあたり，工作の内容と目標から，教師が工作教育の在り方を理解するこ
とが求められる。まず本章では学習指導要領における工作について，その内容と目標の 2 つの
観点から工作教育の役割を考えてみたい。
学習指導要領における工作について
　ここでは学習指導要領の記述に対する見解を交えて論述したものである。
（1）工作の内容
　図画工作科の内容は，創造的な想像力などを働かせ，描いたり作ったりする表現活動を行う「A
表現」と，作品や表現活動の過程などを自分らしい感じ方や見方によって，そのよさや美しさ
などを味わう「B鑑賞」の二つの領域で表されている。更に，「A 表現」は，（1）材料などを基
にして，楽しい造形活動（造形遊び）をする内容と，（2）感じたことや想像したことなどを基
にして，絵や立体に表したり，つくりたいものをつくったりする内容に分けて示されている。A
表現（1）では，身近な材料の形や色などから楽しい造形活動を思い付き，体全体を使って材料
を並べたり積んだりしながら思いのままに表すことを楽しみ，もてる力を働かせるようにする
ことをねらいとしている。また，A表現（2）では，児童が自分の表したいことを進んで見つけ，
その思いをふくらませ，形や色，材料などを選び，表し方をいろいろ試しながら思いのままに
表すことができるようにすることをねらいとしている。自分の表したいことを進んで見つけたり，
いろいろ試しながら思いのままに表したりすることや，自分らしい感じ方や見方をもつことが
子どもの関心・意欲の高まりによって支えられる主体的な活動であると考えられることから，「造
形への関心・意欲・態度」がすべての内容の入り口となっていると言える。学習指導要領の各
学年の目標が，（1）造形への関心・ 意欲・態度に関する目標と，（2）A表現に関する目標，（3）
B鑑賞に関する目標の 3点にまとめて示されているのは，（1）の目標は（2）と（3）の目標の
それぞれに関連しており，（2）と（3）の目標は互いに働き合う関係にあるためであり，学年目
標を実現するにあたっては，それぞれが相互に関連し，働き合って造形的な創造活動の基礎的
な能力の育成を目指すように内容を選択し構成することが大切である。
　また新学習指導要領から，表現及び鑑賞の各活動において共通に必要となる資質や能力が〔共
通事項〕として示されている。これは指導において，児童が自分の感覚や活動を通して形や色，
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動きや奥行きなどの造形的な特徴をとらえ，これを基に自分のイメージをもつことが十分に行
われるようにするためである。共通事項が示されたのは，表現と鑑賞は一体である内容の二つ
の側面であるため，明確に分けることができないからである。共通事項は，表現と鑑賞の二つ
の領域の活動を支える資質や能力であり，また指導の側面から，児童の資質や能力の働きを具
体的にとらえ，育成するための視点でもある。
（2）工作の目標
　図画工作科の目標は，表現及び鑑賞の活動を通して，感性を働かせながら，つくりだす喜びを
味わうようにするとともに，造形的な創造活動の基礎的な能力を培い，豊かな情操を養うことで
ある。児童自身に本来備わっている資質や能力を一層伸ばし，児童が自らつくりだす喜びを味わ
うようにするとともに，造形的な創造活動の基礎的な能力を培い，生活や社会と主体的にかかわ
る態度を育て，豊かな情操を養う観点に立っており，具体的には次のような考え方で示してある。
　「表現及び鑑賞の活動」は，図画工作科の学習活動のことを示している。
　図画工作科の学習は，児童が感じたことや想像したことなどを造形的に表す表現と，作品な
どからそのよさや美しさなどを感じ取り見方を深める鑑賞の二つの活動によって行われる。表
現と鑑賞はそれぞれに独立して働くものではなく，お互いに働きかけたり，働きかけられたり
しながら，一体的に補い合って高まっていく活動である。「表現及び鑑賞の活動を通して」とは，
児童一人一人が表現や鑑賞の活動を行うことによって教科の目標を実現するという図画工作科
の性格を表している。この活動を通して，児童が感性を働かせながら，つくりだす喜びを味わ
うようにするとともに，そのことから造形的な創造活動の基礎的な能力を培い，豊かな情操を
養うことを示している。
　「感性を働かせながら」は，今回新たに加えられた文言である。これは，表現及び鑑賞の活
動において，児童の感覚や感じ方などを一層重視することを明確にするために示されている。
　「感性」は，様々な対象や事象を心に感じ取る働きであるとともに，知性と一体化して創造性
をはぐくむ重要なものである。表現及び鑑賞の活動においては，児童は視覚や触覚などの様々な
感覚を働かせながら，自らの能動的な行為を通して形や色，イメージなどをとらえている。こ
れを手掛かりに児童は発想をしたり，技能を活用したりしながら自他や社会と交流し，主体的
に表現したり，よさや美しさなどを感じ取ったりしている。「感性を働かせながら」とは，この
ような児童の感覚や感じ方，表現の思いなど，自分の感性を十分に働かせることを示している。
　「つくりだす喜びを味わう」とは，感性を働かせながら作品などをつくったり見たりするこ
とそのものが喜びであり，楽しいことを示している。それは児童の欲求を満たすとともに，自
分の存在を感じつつ，新しいものや未知の世界に向かう楽しさにつながる。また，友人や身近
な社会とのかかわりによって，一層満足できるものになる。このようにして得られた喜びや楽
しさは，形や色などに対する好奇心，材料や用具に対する関心や，つくりだす活動に向かう意
欲などの造形への関心や意欲，態度を支えるものとなる。そして，一人一人の「造形的な創造
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活動の基礎的な能力」をより働かせることになる。なお「つくりだす喜びを味わうようにする」
は，学年の目標においても重視するように示されている。
　「造形的な創造活動」とは，自分の思いを形や色などで表したり，よさや美しさを感じ取っ
たりするなどの活動のことである。「基礎的な能力」は，これを実現するために必要な能力の
ことである。具体的には発想や構想，創造的な技能，鑑賞などの能力になる。発想や構想の能
力は，形や色，イメージなどを基に想像をふくらませたり，表したいことを考えたり，計画を
立てたりするなどの能力である。創造的な技能は，材料や用具を用いたり，表現方法をつくり
だしたりするなど，自分の思いを具体的に表現する能力である。鑑賞の能力は，作品をつくっ
たり見たりするときに働いているよさや美しさなどを感じ取る能力である。それぞれの能力は，
児童が自己との対話を重ねながら，他者や社会，自然や環境などの多様な関係の中で活動する
ことによって培われることになる。
　「豊かな情操を養う」について，情操とは，美しいものや優れたものに接して感動する情感
豊かな心をいい，情緒などに比べて更に複雑な感情を指すものとされている。図画工作科によ
って養われる「情操」は，よさや美しさなどのよりよい価値に向かう傾向をもつ意思や心情と
深くかかわっている。それは，一時的なものではなく持続的に働くものであり，教育によって
高めることで豊かな人間性をはぐくむことになる。図画工作科の学習は自らの感性を働かせな
がら，造形的な創造活動の基礎的な能力を発揮して表現や鑑賞の活動を行い，つくりだす喜び
を味わうものである。このような過程は，その本来の性質に従い，おのずとよさや美しさを目
指すことになる。それは生活や社会に主体的にかかわる態度を育てるとともに，伝統を継承し，
文化や芸術を創造しようとする豊かな心を育てることにつながる。
　このように，図画工作科の学習を通してよりよく生きようとする児童の情意の調和的な発達
をねらいとして「豊かな情操を養う」と示されている。
【（1）（2）の考察】
　今日の社会の国際化，情報化，価値観の多様化に加え，物質的な豊かさの中で子ども達はテ
レビやインターネット，ゲームといったものに興味・関心がいき，自然との触れ合いや生活体
験が不足してきている背景があると言われている。屋外で体を十分につかって遊ぶ子や，自然
物を取り入れた遊びの中から自ら何かをつくりだす機会が少なくなってきているという報告を
耳にすることもある。このような中で学校に求められることは，子どもたちがこれからの社会
を生き抜く力を育てることである。それと同時に図画工作教育のあり方を考えた場合，子ども
たちが創造することの楽しさを感じるとともに，思考・判断し，表現するなどの造形的な創造
活動の基礎的な能力を育てることが大事であると言われている。
　新学習指導要領の図画工作科の目標には，「感性を働かせながら」を新たに加え，「児童が感
性を働かせながら，つくりだす喜びを味わうようにするとともに，造形的な創造活動の基礎的
な能力を育成すること。」とある。
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　領域「A 表現」では，「児童が進んで形や色，材料にかかわりながら，かいたりつくったり
する造形活動を通して，発想や構想の能力，創造的な技能を高めるものである」としてある。
領域「B 鑑賞」では，「感じたことを話したり，友だちの話を聞いたりする活動」とあり，他
者とかかわることで互いの見方や考え方を深めていくとある。
　今日の子どもたちの実態から，身近にある自然物や人工の材料などに積極的に触れ合ったり，
発想豊かにつくったりして遊ぶ活動が少なくなってきていることが挙げられるだろう。その結
果，創造することの楽しさや喜びを十分に味わうことができず，身につけた力を実生活に生か
すことができないのではないだろうか。そこで，発想力・想像力を高める面から考えると，表
現活動の楽しさを味わう場で活動意欲を高めることや，教師の指導の工夫の必要性を感じた。
　図画工作科で身に付ける能力は，「造形への関心・意欲・態度」「発想や構想の能力」「創造
的な技能」「鑑賞の能力」の四つの観点で示される。それらの観点はそれぞれが独立したもの
でなく，互いに関連し合って，より効果的に働くものであると筆者は考える。また，児童は自
分の思いや願いを絵にしたり，形に表したりするなど，人としての根源的な表現の欲求を備え
ているように映る。この欲求を満足させ，表現の喜びを味わわせることが図画工作科の一つの
ねらいであるならば，なおのことこの四つの観点を相互的に関連させた具体的な設定法が教師
に求められるのではないだろうか。
第 2 章 工作の素材と道具について
　
　素材と道具は学習効果をあげる側面がある。それは，児童が素材と道具の適正性を理解し，
加工学習と関連し，思考力を引き出せるからである。したがって教師には素材の性質と加工法
の理解と，児童が考えて表現に向かえるような教材準備が求められる。
　上記の観点から，小学校 6 カ年で扱う工作の素材と道具について調べる必要がある。これは
児童の思考力を育むための有効な単元設定や教材制作に繋げるためである。
　
第 1 節　素材の種類と特徴
　本節では小学校図画工作科の授業で取り扱われる主な素材について，いくつかの基準を設け，
表記し，各素材の特徴を比較した。素材は大きく自然物と人工物に分けてあるが，その分け方
を以下のように規定する。
・自然物… 自然状態でそのままの性質を保つもの。
・人工物… 生活の用途や機能に即して人工的に加工されたもの。
　これを前提に以下の基準を設け，素材を区分して表記した。
・種類… …主に植物，鉱物，動物に分ける。
・形… ……そのものの形状を表す。
・大きさ… 使用可能な体積や面積として表記する。
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・感触… …手触りや肌触りの感じを表す。（擬態的表現）
・変形性… 操作による変形作用を表す。
●素材の一覧
《自然物》
　表記事項以外にも自然物は形や感触，変形性などが多種多様であり，それぞれ独自な特徴を
もっている。たとえば同じ種類の貝であっても個々は形や大きさ，模様などが異なっており，
触った感じも同様ではない。そもそも自然物は気候や風土の環境や，時間の経過による性質の
変容が作用し，形体が変化するものである。自然物は人工物と比較して，個々が特有の形状や
色，感触を持つのである。
　また多種多様な自然物であるとはいえ，工作に使用する自然物の収集は限られてくる。した
がって，大きさ・触覚性の面を考慮した素材の選択と収集は不可欠となる。
《人工物》
素材名 種類 形／大きさ 感触 変形性
砂 鉱物 粒状／小さい ざらざら／さらさら／じゃりじゃり／つぶ
つぶ
固まる／丸まる
土 鉱物 粒状／小さい ざらざら／ふわふわ／ねちねち／さらさら 固まる／丸まる
石 鉱物 多様／多様 ごつごつ／すべすべ／つるつる／ざらざら 割れる／砕ける
貝 動物 扇状／渦巻き状／多様 つるつる／ざらざら／ごつごつ／すべすべ 割れる／砕ける削れる
葉 植物 扇状／線状等／多様 ちくちく／すべすべ／ざらざら／かさかさ
／ごわごわ
丸まる／折れる／ちぎれる／反る／縮
む／裂ける
枝・幹 植物 線状／筒状／多様 ざらざら／がさがさ／ちくちく／つるつる
／ごわごわ
折れる／曲がる／裂ける／反る／穴が
あく
木の皮 植物 多様／多様 ざらざら／ぺらぺら／がさがさ／ごわごわ 折れる／曲がる／裂ける／反る／ちぎ
れる／ねじる
木の実 植物 球状／多様 つるつる／すべすべ／ぼつぼつ／ぷちぷち
／つぶつぶ
割れる／切れる／へこむ／穴があく
竹 植物 筒状／多様 つるつる／かさかさ／すべすべ 折れる／裂ける／穴があく
種 植物 粒状／多様 つぶつぶ／つるつる／すべすべ／ちくちく
／ふわふわ
割れる／切れる／へこむ／穴があく／
ちぎれる
綿 植物 細い繊維の集合／多様 ふわふわ／もこもこ ねじれる／のびる／絡む
素材名 種類 形／大きさ 感触 変形性
和紙 植物 正方形／長方形／薄い ざらざら／かさかさ ／すべすべ 丸まる／裂ける／ちぎれる ／折れる／ねじる
画用紙 植物 正方形／長方形／薄い すべすべ ／かさかさ 丸まる／裂ける／ちぎれる／折れる／ねじ
る／反る
折り紙 植物 正方形／薄い すべすべ ／ぺらぺら 丸まる／裂ける／ちぎれる／折れる／ねじる
模造紙 植物 長方形／薄い すべすべ ／ぺらぺら 丸まる／裂ける／ちぎれる／折れる／ねじる
工作用紙 植物 長方形／薄い すべすべ ／ぺらぺら 丸まる／裂ける／ちぎれる／折れる／ねじ
る／反る
紙パック 植物 立方体／長方体／ 10
～ 30 ㎝ほど
すべすべ ／つるつる 裂ける／ちぎれる／折れる／反る／切れる
紙コップ 植物 円錐／ 15 ㎝ほど すべすべ ／つるつる 裂ける／ちぎれる／潰れる／切れる／丸まる
ペットボトル 鉱物 多様／多様 つるつる／すべすべ 潰れる／切れる
アルミ缶・ス
チール缶
鉱物 円柱／ 15 ㎝ほど つるつる 潰れる／へこむ
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　接着に関する材料を人工物の領域のものと見なし，以下の基準を設けて表記する。
対象素材… 材料の使用目的に応じた素材を表記する。
《接着材》
　人工物は自然物を人間が目的に沿って加工したものであり，その素材自体が目的性を持つよ
うに作られている。人工物には生活する上で必要な素材が多いので，身近で手に入りやすい。
また自然物と比較すると工作に使用できる素材が多く，その種類は多い。自然物と比較すると
感触や形などはそれほど独自なものはないが，使用目的に応じて加工されているため，操作に
よる変形性が多種に及ぶ。また形が決まっているので，面と面の接着を施しやすかったり，心
材として活用できるという利点がある。
丸棒・角棒 植物 棒状／多様 ざらざら／すべすべ 切れる／折れる／反る／曲がる
たこ糸 植物 糸状／多様 さらさら／すべすべ 切れる／巻く／丸まる／のびる
ビニール袋・紐 鉱物 袋状／紐状 つるつる／すべすべ／ごわごわ 切れる／丸まる／裂ける／のびる
段ボール材 植物 板／箱／多様 すべすべ／がさがさ／ごつごつ 裂ける／折る／潰れる／へこむ／丸まる／
ちぎれる／反る／ねじる
新聞紙／ちらし 植物 長方形／薄い つるつる／かさかさ／ごわごわ 丸まる／裂ける／ちぎれる／折れる／ねじる
発砲スチロール 鉱物 板／箱／多様 つるつる／でこぼこ／ごつごつ 折れる／割れる／切れる／穴があく
ガラス 鉱物 多様／多様 つるつる／かちかち 割れる／砕ける
ろうそく 植物 多様／多様 つるつる／すべすべ 溶ける／削れる／折れる
割り箸 植物 棒状／多様 つるつる／かさかさ 折れる／割れる／削れる／反る／切れる
麻紐 植物 紐状／細い ざらざら／ごわごわ 巻く／丸める／切れる／ねじる
アルミ板 鉱物 板状／多様 つるつる 曲げる／折る／反る／切れる
アルミ線 鉱物 線状／多様 つるつる／ちくちく 曲げる／折る／巻く／ねじる／切れる
銅板 鉱物 板状／多様 つるつる 曲げる／折る／反る／切れる
銅線 鉱物 線状／多様 つるつる 曲げる／折る／巻く／ねじる／切れる
針金 鉱物 線状／細い つるつる／ちくちく 曲げる／巻く／折る／ねじる／切れる
粘土 鉱物 多様／多様 つるつる／べとべと／すべすべ 固まる／丸まる／のびる／ねじれる／ちぎれ
る／割れる／曲がる／切れる
竹ひご 植物 平状／円状／細く長い つるつる／かさかさ 曲がる／反る／折れる／裂ける／切れる
アクリル板 鉱物 板状／多様 つるつる 曲げる／折る／反る／切れる
ゴム 植物 多様／多様 つるつる／べとべと／びょんびょん のびる／ねじれる／絡む／巻く／切れる
その他身辺材 多様 多様／多様 多様 多様
材料名 対象素材
糊 和紙 ,画用紙 ,ケント紙 ,折り紙 ,模造紙 ,工作用紙 ,段ボール材 ,新聞紙 ,ちらし
木工用接着材 貝 ,葉 ,幹 ,枝 ,木の皮 ,木の実 ,竹 ,綿 ,割り箸 ,発砲スチロール ,竹ひご ,紙パック ,紙コップ ,
ゴム ,革 ,紙粘土和紙 ,画用紙 ,ケント紙 ,折り紙 ,模造紙 ,工作用紙 ,段ボール材 ,新聞紙 ,ちらし
発砲スチロール用接着剤 発砲スチロール ,和紙 ,画用紙 ,ケント紙 ,折り紙 ,模造紙 ,工作用紙 ,段ボール材 ,新聞紙 ,ちらし
金属用接着剤 アルミ板 , アルミ線 , 銅板 , 銅線 , 針金 , アルミ缶 , スチール缶
合成樹脂類用接着剤 プラスチック , ペットボトル , ビニール , アクリル板
ガラス用接着剤 ガラス , ガラスびん , ビー玉 , おはじき
ビニールテープ 割り箸 , 発砲スチロール , 竹ひご , 紙パック , 紙コップ , ゴム , 革 , 紙粘土和紙 , 画用紙 , ケント
紙 , 折り紙 , 模造紙 , 工作用紙 , 段ボール材 , 新聞紙 , ちらし
ガムテープ 幹 ,枝 ,木の皮 ,木の実 ,竹 ,割り箸 ,発砲スチロール竹ひご紙パック ,紙コップ ,ゴム ,革 ,紙粘土
和紙 ,画用紙 ,ケント紙 ,折り紙 ,模造紙 ,工作用紙 ,段ボール材 ,新聞紙 ,ちらし
両面テープ 和紙 ,画用紙 ,ケント紙 ,折り紙 ,模造紙 ,工作用紙 ,段ボール材 ,新聞紙 ,ちらし
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　また接着剤については，種類は限られていても，多くの自然物と人工物の接着を可能とする。
更に，同種素材・異種素材それぞれの接着において素材に対応した接着剤の選択と適切な接着
法を行わなければならない。いずれにしても素材に適切な接着剤の選択が大切となる。安定性
と審美性を狙いとするのが接着の目的である。
　
　小学校 6 カ年で取り扱う主な素材を自然物と人工物別に表化し，それぞれの特徴を調べるこ
とにより，素材を有効的に活かす手がかりを明確にすることができ，単元化と教材制作の準備
となった。そして素材加工に関わる適切な道具の使用法の理解も忘れてはならない。
第 2 節　道具の種類と特徴
　本節では以下の基準を設けて表記する。
・対象素材… …………道具の使用目的に適合した素材を表記する。
・使用目的及び内容… 道具の使用目的や加工性を表記する。
道具の一覧
道具名 対象素材 使用目的及び内容
のこぎり 板材／角材／幹・枝 主に木材の切断を目的として使用する。両刃 , 同付き , 片刃など目的に応じて使い分ける。
紙用はさみ 紙類 厚みの少ない紙類を直線的 , 曲線的に切断する。
万能はさみ
紙類／皮／ビニール
プラスチック
多様な素材を直線的 , 曲線的に切断する。厚みの少ない素材が対象となる。
カッターナイフ 紙類／発砲スチロール／ビニール類
紙類や合成樹脂類を直線的 , 曲線的に切断する。はさみよりも多少厚みのある
素材も切断できる。段ボール材や発砲スチロール用のものもある。
小刀 角材／板材／幹・枝 主に木材の切断 , 削りに使用する。荒削りから仕上げまで段階的に使用する。
彫刻刀 板材／角材／幹 主に木材の彫り , 削りに使用する。丸刀平刀 , 三角刀 , 切り出し刀の 4 種類を彫り方に応じて使い分ける。
糸のこ 板材／段ボール材 主に曲線の切断を目的とする。木材や段ボール材に使用する。
電動糸のこ機 板材／段ボール材 複雑な曲線の切断を目的とする。木材や段ボール材に使用する。
きり 板材／角材／幹・枝／段ボール材
主に木材の穴あけに使用する。また , 釘などの埋め込みの準備に使用する。
紙やすり 板材／角材／枝・幹／発砲スチロール／段ボール材
主に木材の表面加工を目的として使用する。荒目 , 中目 , 細目を目的に応じて段
階的に使用する。
木工やすり 板材／角材／幹・枝 主に木材の表面加工を目的として使用する。片面は荒く ,もう片面は細かくなっている。
ペンチ 針金／銅線／アルミ線 金属類の切断 , 変形を目的として使用する。また , 針金などをねじって接合することもできる。
ラジオペンチ 針金／銅線／アルミ線 金属類の切断や細かな変形 , 接合を目的として使用する。
金槌 木材 木材に釘を打ち付けて接合する目的でしようする。
ホチキス 紙類 厚みの少ない紙類同士を接合する目的で使用する。
ドライバー 木材 主に木材同士をねじで接合する目的で使用する。
水彩絵の具 紙類 紙類を媒体として , 筆やはけで彩色する目的で使用する。自由に色を作れたり ,比較的広い面積に彩色できるという特徴がある。
アクリル絵の具 紙類／紙粘土／木材／発砲スチロール／石
乾くと耐水性になるので , 水彩絵の具よりも多様な素材に彩色する目的で使用
する。
フェルトペン 紙類／紙粘土／木材／発砲スチロール／石
多様な素材に気軽に彩色できる。しかし大きな面を均一に彩色することには適
さない。様々な素材に彩色を施すことができる。
サインペン 紙類／紙粘土／木材／発砲スチロール／石
多様な素材に気軽に彩色できる。しかし大きな面を均一に彩色することには適
さない。様々な素材に彩色を施すことができる。
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　加工とは素材に手を加え，目的の形に変化させることである。小学校 6 年間で行う主な加工
法には，切断，接着，接合，彩色，変形・変質（表面加工）の 5 つがある。自ずと加工は道具
の活用と密接な関係を持つ。表にある道具の調査はその内容を項目別に比較したものとなって
いる。使用目的と内容でみると明らかであるが，各加工の目的と方法は，主に道具の機能性に
よるものであることが分かる。
　道具を個々にみていく。総括的に言えることは，各道具はその志向性により更に細かく分類で
きる。一例を挙げ，彫刻刀は大きく 4種類があり，彫り具合に合わせた活用となる。他の道具も
同様で，基本的には加工の目的に沿った道具の選択があり，その使用方法の理解は必要であろう。
　また私達の生活の仕方や環境の変化とともに，最近では以前のように木や竹などの自然物を
簡単に見つけるのが難しくなってきているという報告がある。その反面，プラスチックやアル
ミ・スチール缶，発砲スチロールなどの生活材（身辺材），つまり人工物は生活の中で多く出
回っている。この状況に呼応するように，使用する道具も多種多様化している。表記の万能は
さみやフェルトペンなどは，使用する素材の変化に対応した道具だと言える。
　本章のまとめは，工作の素材と道具に関連した教育面から考えることとする。素材と道具は
実際の作業において相互性を持ち働き合うものである。工作だけでも多様な道具と材料があり，
個々の表現に応じて細分化している。道具と素材の関係は実に多様な展開を見せると言えよう。
素材と道具の関係は，発想・構想面の育成と技能面の習得の観点から，表現の中核に繋がるも
のとなる。そのなかで，児童が作りたいものを見つけたり，工夫したり，或は計画性を持った
表現に取り組んだりするのである。
　教師は，児童が素材と道具を適切に使用できるように発達段階に合わせて素材と道具の選択
をし，単元設定を行うことが求められる。また本章で表記したものは図工科で使用するものの
一例であり，他にも身近な素材やそれに適した道具がある。材料になるものは児童の地域環境
によって様々であり，周囲にある素材探しも教育活動に取り入れられる。大切なことは，児童
が興味と関心を持って材料を見つけ出してその素材の特徴を理解し，自分らしいアイデアや表
現ができるように，教師が自然物や人工物，その組み合わせなど，それぞれの素材の特徴を活
かした有効な単元設定を行うことである。
クレヨン 紙類 主に紙類に彩色する目的で使用する。水を弾く性質を持っている。
墨汁 紙類 墨を液体状にしたもので , 主に紙類に彩色する目的で使用する。
パステル 紙類 紙類に彩色する目的で使用する。柔らかい中間色が特徴である。
チョーク 紙類／鉱石類 主に黒板や石などの鉱石類に彩色する目的で使用する。
色鉛筆 紙類 主に紙類に彩色する目的で使用する。多彩な種類がある。
コンパス 紙類／木材／発砲スチロール／ビニール
様々な大きさの円を正確に描く目的で使用する。また , 長さを等分したり , 倍加
したりすることができる。
万力 幹／枝／板材／角材 小さいもの , 押さえにくいものなどを切断するために固定する目的で使用する。圧力がかかるため , 素材の変形や破損に注意して使用しなければならない。
筆 紙類／紙粘土／木材／発砲スチロール／石
多様な素材の彩色や保護を目的として使用する。平筆 , 丸筆 , 細筆など目的に応
じて使い分ける。
はけ 紙類／紙粘土／木材／発砲スチロール／石
多様な素材の彩色や保護を目的として使用する。筆よりも一度に塗れる面積が
広いので , 均一に塗ることができる。
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第 3 章 工作の単元化の試み
　本論のまとめとして，本章では工作の指導案の作成を試みたいと思う。ここでは低中高学年
それぞれの最も特徴的な工作単元を 3 つ取り上げ，指導案の試案としたい。本章のねらいは，
前 2 章の内容をいかに具体化して教材意義を見出すかという点にある。つまり，これは具体的
な授業構成を考えることに他ならない。本論の集約である単元化は，教育現場での活用を想定
した試みとしてある。教材価値の設定法と学習指導の具体化の仕組みを理解し実践することが，
工作のみならず図画単元は無論のこと，他教科指導へ反映できるものと考える。
　指導言の考え方について述べると，指導言は発想・構想面，技能面を基にして教師が発問す
べきものである。本章では授業の進行に沿って，未来形，現在形，完了形で問い，反復・継続・
発展的に行うものとして設定した。
　本章では工作単元について，単元名，主題名，題材設定理由，当題材の目標，指導計画，授
業の展開，教師の働きかけ（指導言）を設けて指導案を作成していく。
第 1 節　低学年の工作指導案
（1）単元名：思いのまま立体に表す（偶然の形から／粘土で）
（2）主題名：「いろんなかたちをみつけよう」
（3）題材設定理由：
　低学年の児童は，絵を描いたり，ものをつくったりする造形活動に大きな興味を示す傾
向にある。その行為は発達上の特徴から自己中心的であり興味本位なところが見られるが，
既成の概念にとらわれることなく柔軟な想像力を働かせるので，子どもらしいダイナミッ
クな作品が出来上がることが多い。また活動においては，作品の出来の良し悪しにこだわ
らず，絵を描くことやものをつくること，素材に関わることなど活動そのものを楽しむ傾
向にある。
　本題材では，児童に粘土の感触を味わわせ，手や指を十分に働かせて多くの形を発見させる
ことを目的とする。粘土の特性の一つとして可塑性があり，その特性により多様な操作法が挙
げられる。たたく，曲げる，丸める，ちぎる，伸ばすなどの操作を中心に様々な形ができるこ
とを知り，そうしてできた形から何に見えてくるか発想させたい。児童が粘土の柔軟な変形性
を楽しみ，工夫次第で様々な形ができることを知覚することは，造形への意欲と技能の向上を
図れるものだと考える。本題材で児童が粘土という素材に関わる活動を楽しみ，親しみ，塑造
の喜びを味わえるようにしたい。
（4）当題材の目標
1. 粘土に触れ，思いつくままに形を作ることを楽しもうとする。〈関心・意欲・態度〉
2. 偶然にできる形から想像を膨らませ，何に見えるか自由に発想しようとする。
 〈発想・構想の能力〉
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3. 粘土に触れながら思いつくままに手や指を使って，いろいろな形を作り出すことができる。
  〈創造的な技能〉
4．作ったものを友達と見せ合いながら，一緒に楽しむことができる。 〈鑑賞の能力〉
（5）指導計画（全 2 時間，2 時間続き）
1 時間目：粘土に触れながらいろいろな形を見つける。
2 時間目：いろいろな形から想像を膨らませ，できた形を発表する。
（6）授業の展開（本時 1 ／ 2，2 ／ 2）
経過 主な学習活動と児童の反応 ○指導上の留意点　●評価 備考
?
?
?
15?
?
1. 粘土の可塑性を確認する。
C「丸くなる！」
　「平べったくなる！」
　「細長くなる！」等
〇粘土の幅広い操作性を児童に想起させる。
〇 転がす , たたく , 伸ばすなどの操作を実際にやって見せ , 児童に関心
を持たせる。
〇可塑性への指導言
　「粘土を転がしてみたらどうなるかな。」
〇導入のまとめの指導言
　 「粘土を転がしたり , たたいたり , 伸ばしたりすると , いろんな形にな
るんだね。」
※他（7）教師の働きかけ【導入】参照
・油粘土
（児童の人数
分 × 2 ＋ 予
備分）
・粘土板
?
?
?
55?
?
2. 粘土に触れながら思いのま
まに形を作り出す。
C「でこぼこにしたい。」
　 「とげとげにしたい。」
　 「ながく伸ばしたい。」
 　「平べったくしたい。」
　 「丸くしたい。」等
3. 偶然作り出した形をもとに ,
表したいものを思いつく。
C「このとげとげが～に見え
る！」
　 「これは～なんだよ！」
　  「もっとたたいて伸ばした
ら～に見えるかもしれな
い！」
　 「もっと作ってみる！」等
〇 様々な操作を体感させながら , 児童が自分なりの面白い形を見つけ ,
作れるように指導する。
〇 操作の中からできた形をもとに ,何を表したいのか児童に考えさせる。
〇 発想・構想についての指導言
　「このとげとげがどんなものに見えてくるかな。」
〇展開のまとめの指導言
「粘土をいろいろいじってみ
　て , どんな形ができたかな。」
※他（7）教師の働きかけ【展開】参照
● いろいろな操作を通してできた偶然の形から , いろいろなものを思い
ついて楽しもうとしているか。関心〈観察〉
● 偶然の形から表したいものを思いつき , 思いついたものの感じや特徴
がより表れるように表し方を工夫しているか。発想〈観察〉
● 手を十分に働かせて何度も粘土を操作し , 自分なりの表し方を試した
り確かめたりしながら作っているか。技能〈観察〉
・ 予備分の粘
土
?
?
?
?
20?
?
4. 偶然思いついたものから ,
その作品の題名と特徴（ど
んな工夫をしたか）をでき
たカードに記入して発表す
る。
5. 片付けを行う。
〇 できたカードを記入させ , 題名や特徴などを発表させる。
〇 振り返りについての指導言。学習確認を促すため , 本授業の目的と方
法の両方から指導言を設定する。
　「どんなものができたかな。」
　 「粘土をいろんな方法でいじってみると , いろんな形になることが分
かったかな。」
〇他教材への広がりについての指導言
　「他にも粘土でいろんなものが作れそうだね。」
※他（7）教師の働きかけ【まとめ】参照
● 偶然の形から , 自分なりの工夫を発表しているか。
鑑賞〈観察 , できたカード〉
・ できたカー
ド
学習課題「いろんな　かたちを　みつけよう」
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（7）教師の働きかけ（指導言一覧）
〈まとめ〉
　低学年の児童は作品の制作よりも，素材自体に興味を持ち夢中になって活動することが予想
される。その特性を活性化するよう本単元を設定し，それを教材価値としたのである。もとよ
り，粘土は小学校 6 年間を通して段階的に用いられる素材である。それは粘土はその柔軟な操
作性から，児童の思考力や発想力を引き出す素材であるからである。また部分的に付け加えた
り，削って単純化することができるため，児童が思いつくままに表現できるなど，扱い易い素
材といえる。
　児童が粘土の感触を楽しんだり，手や指を十分に働かせるために教師は，たたく，伸ばす，
丸める，ちぎる，摘む，穴をあけるなどのいろいろな操作法（技能面）を助言し，試させて，
児童が楽しみながら表現を行えるような授業を構成する必要がある。そのためには教師自身が
教材制作を通して，どのようにすれば思い通りの形や表現になるのかを試みておかなければな
らないだろう。児童が分かりやすいように，なおかつ単純な操作を事前に把握して指導言を考
えることで，児童がより良い造形活動に取り組める筈である。
?
?
?
?
「粘土を転がしてみたらどうなるかな。」（可塑性について）
「たたいてみたらどうなるかな。」（可塑性について）
「伸ばしてみたらどうなるかな。」（可塑性について）
「摘んでみたらどうなるかな。」（可塑性について）
「指で穴をあけたらどうなるかな。」（可塑性について）
「ちぎってみたらどうなるかな。」（可塑性について）
「ひねったらどうなるかな。」（可塑性について）
「粘土を転がしたり，たたいたり，伸ばしたりすると，いろんな形になるんだね。」（導入のまとめ）
?
?
?
?
「このとげとげがどんなものに見えてくるかな。」（発想・構想について）
「もっと～してみたらどうなるかな。」（発想・構想について）
「今度は～してみたらどうなるかな。」（発想・構想について）
「（いろいろな操作）をしてみてどんな風になっているかな。」（発想・構想について）
「（いろいろな操作）をしてみてどんなものに見えてきているかな。」（発想・構想について）
「まだ粘土はあるからもっと作ってみて。」（意欲について）
「粘土をいろいろいじってみて，どんな形ができたかな。」（展開のまとめ）
?
?
?
?
?
「どんなものができたかな。」（振り返りついて）
「どんなところをがんばって作ったかな。」（振り返りついて）
「どんな工夫をしたかな」（振り返りついて）
「どんなことをしてみたかな。」（振り返りついて）
「 粘土をいろんな方法でいじってみると，いろんな形になることが分かったかな。」（振り返りついて）
「他にも粘土でいろんなものが作れそうだね。」（他教材への広がり）
「粘土で今度はどんなものを作ってみたいかな。」（次時へのつながりについて）
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第 2 節　中学年の工作指導案
（1）単元名：自分でつくった形から発想する造形遊び
（2）主題名：「切って　つないで　くっつけて　～こんな生きものがいたらなあ～」
（3）題材設定理由：
　中学年の時期の児童は，手などの働きが力強さや巧みさを増し，扱う材料や用具の範囲も広
がってくる。したがって想像力の高まりと相まって，子どもらしさと共に個々の特性を発揮す
るようになる。また 3 年次に入り，のこぎりや金づちなどの道具の基本的な使い方を既習して
いるので，更に発展的な道具の使用法を身につけさせたい。
　総合科において木と森林，生活とのかかわりを学習した。木の働きやかかわりを想起させ，
素材としての木に繋げることを導入の入り口とし，本単元の素材性を意識させたいと考える。
そうすることで枝や幹など児童の関心を深め，素材としての木の良さを感じ取れるのではない
だろうか。そのように進んで材料に関われるように設定した。木にしっかり触れさせ，自然木
の形や色などの特徴を考える豊かな発想力や，切ったり組み合わせたり結合させたりする多様
な技術を使って，自分なりの新しい形を工夫する力を養うことをねらいとする。木を接着・接
合してかたち作ることで，自分の想いを表現することとした。本授業で使用する素材の接合経
験を通して，他の素材接合，つまり「つなげる」ことの面白さにまで発想が生まれることを期
待したい。
　指導にあたっては枝や幹などの自然物による造形は初めてなので，木を使ってどのようなも
のができるのかという，自分なりの発想を大事にするようにさせたい。また，のこぎり，金づ
ち，錐，釘抜きなどの道具の適正な使用法を再確認させ，児童の発想が造形化できるよう丈夫
な接合法を習得させたい。手をしっかり働かせると共に，創造力を働かせ，児童の個々の想い
が造形に活かされているところを重視し，造形活動を楽しませたい。
（4）当題材の目標
1．枝や幹などをもとに何ができそうか思いつきながら，造形活動を楽しもうとする。
 〈関心・意欲・態度〉
2．材料の特徴や操作活動を通して，作れそうなものを連想することができる。
 〈発想・構想の能力〉
3．集めた材料に応じた用具を用い，接着・接合や加工を工夫して作ることができる。
 〈創造的な技能〉
4．作品の自分らしさやお互いの活動や作品の良さや工夫点を見つけることができる。
 〈鑑賞の能力〉
（5）指導計画（全 6 時間）
第 1 次：題材と出会い，釘打ち遊びをする。【2 時間】
第 2 次：自分の造形活動の方向を見つけ，木材で生きものを制作する。【4 時間】
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　　   （7）教師の働きかけ（指導言一覧）
経過 主な学習活動と児童の反応 ○指導上の留意点　●評価 備考
?
?
?
10?
?
1. 生きものらしい組み合わせを
工夫して，丈夫に接着・接合す
るために，既習事項をおさらい
する。
C「釘を打ってつなげる！」
　 「針金で縛る！」
　 「荷紐で縛る！」
　 「接着剤を使う！」等
○ 前時で切断加工した木材を丈夫に接着・接合するために必要な材料
や道具の使い方を確認させる。
○ 道具の適切な使用法を確認させ，特に安全面に気をつけさせる。
○ 一人で切断，接着・接合をするのが困難な場合，友達と協力して活
動することを伝える。
○接着・接合についての指導言
　「枝や幹をつなげるにはどうしたらいいだろう。」
○導入のまとめの指導言
　 「つなげるためにはいろいろな方法があることが分かったね。」
※他（7）教師の働きかけ【導入】参照
のこぎり／
釘／金づち
／ペンチ／
針金／木工
用接着剤／
工作板／荷
紐／自然物
（枝，幹，葉，
実，藁など）
／万力／紙
やすり
?
?
?
?
25?
?
2. 自分の想いにしたがって具体
的な形に接着・接合する。
C 「平べったいもの同士をつな
げたい。」
　 「枝と枝をつなげたい。」
　  「針みたいなとげとげを作り
たい。」
　 「どんぐりをくっつけたい。」
　  「大きな幹にいろんなものを
くっつけたい。」等
3. 生きものの特徴がうまく表現で
きるように工夫して仕上げる。
C 「目玉をのばしてつけてみたい！」
　  「もこもこなしっぽをつけた
い！」
　  「たてがみと耳をつけたい！」等
○ 児童一人一人が意欲を持って造形できるように，活動を具体的に認
め，助言する。
○ 接着・接合の作業が進んでいない児童に声かけをして，一緒に方法
を考える。
○ 制作途中でも友達の作品を見て回り，刺激を受けたり素晴らしさを
参考にしたりさせる。
○発想・構想についての指導言
　 「（いろいろな生きもの）に近づけるにはどんな工夫をしたらいいかな。」
○展開のまとめの指導言
　 「いろいろな方法でつなげてみたら，どんな生きものができたかな。」
※他（7）教師の働きかけ【展開】参照
● 自分の想いにしたがって制作を楽しんでいるか。関心〈観察〉
● 材料の特徴を活かして自分の想いに合った組み合わせを考えている
か。発想〈観察〉
● 道具や材料を適切かつ安全に使用して，丈夫な接着・接合ができて
いるか。技能〈観察〉
?
?
?
?
10?
?
4. できた作品について題名や特
徴，工夫した点などをできた
カードに記入して，発表する。
○ できたカードの記入をさせて，児童が進んで自分の作品を紹介でき
る場作りに努める。
○ 個性的な表現を紹介し，広がりを持たせるようにする。
○ 振り返りについての指導言
　「どういうかたちができたかな。」
○「つなげる」ことについての指導言
　 「枝や幹をつなげると，いろんなかたちや組み合わせができることに
気づいたかな。」
※他（7）教師の働きかけ【まとめ】参照
● 自信を持って自己評価をして，友達の作品とのちがいや良さに気づ
けたか。鑑賞〈観察，できたカード〉
・ できたカ
ード
（6）授業の展開（本時 5 ／ 6 時間目）
?
?
?
?
「いろんな実をくっけるにはどうしたらいいだろう。」（接着・接合について）
「枝や幹をつなげるにはどうしたらいいだろう。」（接着・接合について）
「丈夫につなげる（くっつける）ためにはどの道具（材料）が必要かな。」（接着・接合について）
「つなげるためにはいろいろな方法があることが分かったね。」（導入のまとめ）
?
?
?
?
「（いろいろな生きもの）に近づけるにはどんな工夫をしたらいいかな。」（発想・構想について）
「たくさん釘を打ってみたらどうなるかな。」（発想・構想について）
「荷紐を巻いてみたらどうなるかな。」（発想・構想について）
「枝や幹を組み合わせて生きものの形はどうなってきているかな。」（発想・構想について）
学習課題「しっかりつなげて生きものを作ろう」
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〈まとめ〉
　中学年の時期は，心身の発達に伴って，道具の活用による素材の変化を楽しんだり，それを
作ることを知ったり，工夫を見出したりする時期である。これを基に，のこぎりや錐などの道
具を使った工作を行えることが期待できる。それは手や体の動きを活かす活動や道具の適正性
を踏まえた制作であり，材料に対する興味の幅も広がってくる。これらは主として素材加工を
通した発想の育成と，その手立てとなる技能の習得である。技能面では，切断・接着・接合の
作業に伴う道具使用の活用と素材加工の工夫であり，そこから児童がつくりたいものを考えら
れるような発想面を指導することが重要となる。そう考えると，造形表現がとは，素材と道具，
技能と発想とが緊密に結びついたものであることが分かる。
第 3 節　高学年の工作指導案
（1）単元名：構造を考えた立体工作（色付き方眼工作紙を使って）
（2）主題名：「住んでみたい！夢の家」
（3）題材設定理由：
　高学年の児童は，計画性のある作業や制作ができるようになってくる。思いつきや気分を大切
にしながらも，他方では構築したり仕組みを考えたりする。技能面の習得と相まって，段階的に
工程を踏む制作は，児童の思いつきや発想をより良く具体化するための手立てとなり得るのであ
る。更に，想像を具体化するための計画性は，思考力が進む高学年に適した学習事項であると言える。
　本題材では色付き方眼工作紙を使った工作学習を行う。「住んでみたい！夢の家」という主題を
設定し，思いつくままに発想し，その想いにできるだけ近づけられるようにデザインを考え，展開
図の作り方や寸法取り，切り込みや糊しろなどを計画的に制作できるような授業構成を考えた。
　設計図を作成する際に立方体や直方体，円柱など基本的な幾何形の展開図の学習から始めたい。
そこからつくりたい家のかたちやかたちのデザイン，色の組み合わせなどを思い付き，構造を考えた
工作方法を工夫させたい。その過程において，アイディアの発見や組み立てる面白さを引き出せれば
?
?
?
?
「 葉っぱや木の実をくっつけてみて生きものの特徴はどんなふうに表れてきているかな。」（発想・構想について）
「釘をたくさん打ってみたらどうなってきているかな。」（発想・構想について）
「いろいろな方法でつなげてみたら，どんな生きものができたかな。」（展開のまとめ）
?
?
?
?
?
「選んだ材料はうまく切れたかな。」（振り返りついて）
「どんなものができたな。」（振り返りついて）
「工夫したところはどんなところかな。」（振り返りついて）
「どういうかたちができたかな。」（振り返りついて）
「どんな生きものが作れたかな。」（振り返りついて）
「選んだ材料でつくりたい生きものの特徴を工夫できたかな。」（振り返りついて）
「枝や幹をつなげてみたらどんなふうに見えたかな。」（振り返りついて）
「どんなふうにつなげた（くっつけた）かな。」（振り返りついて）
「葉っぱや木の実をくっつけたらどんなふうに見えたかな。」（振り返りついて）
「自然の木や木の実を使ってみてどう感じたかな。」（振り返りついて）
「 枝や幹をつなげると，いろんなかたちや組み合わせができることに気づいたかな。」（「つなげる」ことについて）
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と考える。材料から発想した工作を通して，個性的で創造的な表現の能力を育ませたい。制作途中
で浮かんできたアイディアを大切にさせ，児童が楽しんで建物を組み立てられるように心がけたい。
（4）当題材の目標
1.立方体の展開図を計画的に作成しようとし，色付き方眼工作紙の加工を楽しむ。 〈関心・意欲・態度〉
2. 作る手順を考えながら，自分の作りたい建物を楽しんで発想したり，構想したりすることが
できる。 〈発想・構想の能力〉
3. 計画を立て，新しい発想を加えながら材料を加工し，強度を考えて組み立てることができる。
 〈創造的な技能〉
4. 自分や友人の工夫点や良さを見つけることができる。 〈鑑賞の能力〉
（5）指導計画（全 5 時間）
第 1 次：作りたい家について発想を巡らせ，簡単なスケッチを行う。 【1 時間】
第 2 次：色付き方眼工作紙に寸法を考えた展開図を描き，各部材を切断する。 【2 時間】
第 3 次：中心となる土台と各部材を組み合わせる。 【2 時間】
（6）授業の展開（本時 2 ／ 5 時間目）
経過 主な学習活動と児童の反応 ○指導上の留意点　●評価 備考
?
?
?
10?
?
1. 四角柱や円柱，三角錐などの立方
体の展開図を確認する。
C 「展開図ってこんな風になってる
んだ！」
　 「どうやって描くんだろう！」
　 「作ってみたい！」
　  「ぼくの家は～の立方体の形だ！」
等
○ 様々な立方体を児童に見せてから，それぞれの展開図を示す。
○ 児童が構想している建物に沿う形の立方体の展開図を探させる。
○ 迷っている児童には助言する。
○構想についての指導言
　 「自分で描いたスケッチから必要な立方体を探してみよう。」
○導入のまとめの指導言
　 「形によって様々な展開図があるんだね。」（確認）
○ 「作りたい家のかたちの展開図を決めよう。」（発展）
※他（7）教師の働きかけ【導入】参照
・色付き方眼
工作紙
・カッター板
・カッター
・段ボール用
カッター
?
?
?
25?
?
2. 自分の制作する家にあった立方体
の展開図を工作用紙に描き込み，
切り取る。
C「しっかり展開図が描けるかな。」
　 「折り目がうまく曲がらない。」
　  「糊づけはどうするんだろう。」等
3. 作成した展開図から立方体を一度
組み立てる。
C「穴をあけたい！」
　 「内側に色を塗りたい！」等
○ 作図をさせる際，糊しろをしっかりと作らせる。
○ 折り目にカッターで薄く切り込みを入れさせる。
○工作用紙の升目を利用させる。
○ 工作用紙で作成した展開図に問題がある児童には随時助言を
行い，一緒に考える。
○ 穴を空ける，切り込みを入れるという作業は組み立てる前に
行うよう指導する。
○切り込みについての指導言
　 「きれいに折る（曲げる）ためにはどうしたらいいかな。」
○展開のまとめの指導言
　 「丈夫に作るには糊づけや折り目を考えて，展開図を作らな
いといけないんだね。」
※他（7）教師の働きかけ【展開】参照
● 立方体の展開図を計画的に作成しようとし，色付き方眼工作
紙の加工を楽しんで行っているか。関心〈観察〉
● 簡単なスケッチから自分なりの建物を考え，作る手順を確か
めながら展開図を考えているか。発想〈観察〉
● 色付き方眼工作紙の強度を考えて，折り・曲げ・接着などを
工夫できているか。技能〈観察〉
・コンパス
・鉛筆
・定規
・ いろいろな
立方体とそ
の展開図
学習課題「家に合う立方体の展開図をつくろう！」
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（7）教師の働きかけ（指導言一覧）
〈まとめ〉
　高学年の児童はある程度見通しを持った造形活動が学習のひとつの柱となる。どのような過
程を経れば自分の思いや作りたいイメージに近い表現ができるのかを，段階的に考えさせなが
ら造形活動をさせることが重要である。
　また素材や道具の使用についても，扱うものが増えていることが分かる。図工科 6 年間を通
して使用する素材や道具は多くあるが，同じ道具でもその操作法は学年を追うごとに緻密さや
正確さを要求されるようになる。これは学年を追う毎に心身的機能の発達に伴い，段階的な技
能習得が望め，学習内容の難易度がそれに比例する。
　このように，図工科の単元設定は常に児童の発達段階に即したものとなる。低学年では主観
性を重んじた表現を中心とした平易な技能活用を行う，中学年では想像を活かす表現が加わり，
?
?
?
?
10?
?
4. できた立方体の出来を確認し，友
達のものの良い点や参考にできる
点を見つけてできたカードに記入
して，次時につなげる。
○ できた立方体をお互いに観察させ，良い加工が施されている
ものは紹介し，次時の活動のねらいを伝える。
○振り返りについての指導言
　 「どんな所が難しくて，どういう工夫をしたかな。」
○広がりのための指導言
　 「他にもいろんな形の展開図があったよね。次に作る形を工
夫してみよう。」
※他（7）教師の働きかけ【まとめ】参照
● 自己評価をして，友達のものとのちがいや良さに気づけたか。
鑑賞〈観察，できたカード〉
・できたカー
ド
?
?
?
?
「自分で描いたスケッチから必要な立方体を探してみよう。」（構想について）
「いろんな形の立方体の作り方って知ってる？」（発想について）
「自分の作りたい家の形に近いものはどれかな。」（構想について）
「形によって様々な展開図があるんだね。」（導入のまとめ）
「作りたい家のかたちの展開図を決めよう。」（導入のまとめ）
?
?
?
?
「ちゃんと糊づけするためにはどうすればいいかな。」（接着について）
「きれいに折る（曲げる）ためにはどうしたらいいかな。」（切断について）
「展開図を組み立ててみたらしっかり立方体が作れそうかな。」（計画性について）
「うまくできなかったところはどこが問題あるかな。」（分析について）
「 段ボールの厚みが邪魔で糊しろがうまく作れない時は，どんな工夫をしたらいいかな。」（発想について）
「どんな色を選んで組み合わせたらいいだろう。」（構想について）
「穴をあける（内側に彩色する）のはいつがいいかな。」（計画性について）
「丈夫に作るには糊づけや折り目を考えて，展開図を作らないといけないんだね。」（展開のまとめ）
?
?
?
?
?
「どんな所が難しくて，どういう工夫をしたかな。」（振り返りついて）
「どんなものができたかな。」（振り返りついて）
「きれいに糊づけできている人のものはどういう所に気をつけて作ってあるかな。」（鑑賞について）
「自分のスケッチのイメージが作れそうかな。」（次時について）
「新しく作ってみたい（足してみたい）ものはあるかな。」（次時について）
「このあとはどの部分を作り込んでいくのかな。」（次時について）
「他にもいろんな形の展開図があったよね。次に作る形を工夫してみよう。」（つながりへの指導）
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技能の幅も広がる，高学年でこれまで培われた発想・構想面と技能面を更に押し進めた活動を
行う，というようにまとめられる。
総括
　図画工作科のねらいは，児童の持てる力を十分に働かせ，創造的な想像力や技能，鑑賞の能
力を伸ばし，自ら作り出す喜びを味わうようにすることである。そのためには教材研究の目的
と方法を明確にすることが大切である。それがあって初めて児童が自分の力を自由に働かせた
り，新しいことを進んで試したりできるのであり，教師は学習指導を工夫し，取り組みへの評
価を充実させられるのである。
　そもそも，表現への知識や技術は，学習指導要領にある内容や目標を実現するための手立て
である。それを通して，個々の資質や能力を引き出すのである。これをもって，図画工作科の
目的を人間形成に置くと言えるのである。つまり，何かに対する見方や感じ方を表現のなかで
育むのである。図画工作の学習の基盤はここにある。
　図画工作では主として発想面と技能面で学習する。両者が相互作用することは本論で述べた
通りである。手立てとしての技能があり，発想が引き出されたり，伸ばされたりできるのであ
る。また，逆も同様である。児童が表現や活動を「面白い」と感じるためには，教師はこの両
面に意義や価値を明確に位置付けた教材研究と授業実践を行うことが求められる，といえよう。
つまり，これは教材価値である。
　これを前提にすれば，発達段階の理解や学習目標の設定，具体的な指導法や指導言という単
元化の方策は自ずと生まれてくる。
　工作に限定した研究であったが，図画についても今後取り扱いたいと考える。平面と立体と
いう分化，それ以外の未分化が図画工作の学習領域である限り，本研究を基本とした授業研究
を時間をかけ検証していかねばならないと感じた。それぞれの領域の考え方を繋げ，比較検証
しながら，個々の独自性と共通性を獲得していきたいものである。
　人間形成にどのような在り方で寄与できるのか，という図画工作の根本的命題に対する自己
の課題意識を抱いたことが，本研究の成果であったといえよう。
参考文献一覧
1．文部科学省『小学校学習指導要領解説　図画工作編』日本文教出版，2008 年
2．板良敷敏・阿部宏行『図画工作の指導と評価』東洋館出版，2005 年
3．下野律郎『図画工作の新しい授業実践』日本文教出版，1996 年
4．田中基美『手作り工作集』私家版
